
 

  
  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 学ぶ楽しさを知

り、広い教養と豊

かな情操を養い、

学力を伸ばす。 

 

② コミュニケーショ

ン能力を育成す

る。 

①指導と評価の一体化の

視点から組織的な授業改

善に取り組み、主体的に

学ぶ姿勢を育成する。 

 

 

②グローバル社会で活躍

する人材を育成するため

に語学力・コミュニケー

ション能力を高める。 

 

②学校行事等を計画的に

運営し、達成感を得るこ

とができるよう指導す

る。 

①定期的に授業見学期間を

設け、振り返りを行い、年

間を通して授業改善に取り

組む。 

①ICT を利活用し、プレゼ

ンテーション能力の向上や

家庭学習習慣の確立に努め

る。 

②国際理解の取組や４技能

を伸ばす英語教育を推進す

る。 

 

②学校行事等の活性化 

①指導と評価の一体化の視

点で授業改善を図ることが

できたか。 

①生徒による授業評価 

①授業見学の回数 

 

②授業での取組における英

語や日本語での言語活動を

通して、コミュニケーショ

ン能力を高めることができ

たか。 

 

②生徒が自主的に学校行事

等を運営し、達成感を得る

ことができたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

① すべての生徒が安

心・安全に過ごす

ことができる環境

を提供する。 

② 他者との関わり

を通して、望ま

しい人間関係を

構築できる生徒

を育成する。 

①生徒が安全・安心して

過ごすために、規範意識

の向上を図る。 

 

 

①教育相談等を積極的に

活用できる体制を整え

る。 

 

 

②部活動を活性化する。 

①サポートドックを活用

し、生徒一人ひとりに寄り

添う。また、外部機関との

連携も充実させる。 

①教育相談体制の中心とな

るメンバーを明確化、体系

化し、SC，SSW，外部機関

との連携を円滑にしてい

く。 

 

①規範意識向上についてサ

ポートドックの中に独自の

質問として登下校中のマナ

ーについて追加する。 

 

②部活動の一層の活性化 

 

①教育相談体制が整い、

SC，SSW、外部機関と連携

ができたか。 

 

①教育相談体制の見直しを

することができたか。 

 

 

①学校生活、社会生活にお

いて、モラル・マナーなど

規範意識が向上したか。特

に登下校中のマナーが向上

したか。 

 

②部活動の加入率が増加し

たか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

① 将来を見据え、自

らの生き方を考

え、その実現に向

けて計画を立て、

努力を積み重ねる

生徒を育成する。 

② 国際社会で活躍で

きる生徒を育成

し、進路実現につ

なげる。 

 

①自己啓発を促す教育活

動を推進する。 

①進路指導に外部模試な

どを活用する。 

 

 

 

 

②英語検定準２級取得率

を向上させる。 

 

②３年間を見据えた総合

的探究の時間の進め方を

計画し、推進する。 

  

①将来を見据えた進路を考

えられるような進路ガイ

ダンスや探究活動を行

う。 

①スタディサプリ、模試を

活用して学力向上や進路

指導に役立てる。 

 

②英検準２級取得率向上へ

の組織的な指導体制を確

立する。 

②新たにエナジードの教材

を導入し、「自ら考え、

動く力」を身につけさせ

ていく。 

①進路ガイダンスや探究活

動により、将来について考

えることができたか。 

①スタディサプリ、外部模

試を進路活動に役立てるこ

とができたか。 

 

②英検準２級の取得率を令

和７年度（30%）より向上

できたか。 

②生徒が自ら問いを立て、

課題設定を行い、探究活動

をした成果を発表すること

ができたか。 

     

４ 地域等との協働 

① ＰＴＡ・同窓会・

地域等との交流及

び協働を深め、地

域に開かれた学校

づくりを推進す

る。 

 

 

② 広報活動を充実さ

せ、広く本校の教

育活動を県民に周

知する。 

 

①外部と連携する教育活

動の一層の充実 

①学校運営協議会の活用 

 

 

 

 

 

②学校HPの速やかな更新

と充実 

②学校説明会の内容の充

実 

①学校運営協議会において

教育活動へのご意見をいた

だきながら学校運営の改善

に活かしていく。 

②学校 HP の更新回数を増

やし、生徒の活躍や学校の

取組等を積極的に発信す

る。 

②生徒および職員が全公立

展や公私合同説明会、学校

説明会等で本校の魅力を発

信する。特に修学旅行の行

先や校外学習などについ

て、積極的に広報する。 

 

①保護者・近隣の小中学

校、地域との交流及び協働

事業を実施し、連携を強化

できたか。 

①学校運営協議会でいただ

いたご意見を学校運営の改

善に活かすことができた

か。 

②学校 HP や各種説明会に

おいて、本校の魅力や特色

を広く内外に発信すること

ができたか。 

②生徒の活動や学校の行事

等を HP に掲載することや

更新回数。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 教職員が高い使命

感と倫理観を持

ち、事故・不祥事

のない職場づくり

を推進する。 

② 教職員が生徒との

教育活動に専念で

きる環境づくりを

目指すと共に、働

き方改革を進め

る。 

 

①事故・不祥事のない職

場づくり 

 

②オフィス改善事業によ

り働きやすい職員室環境

を整える。 

②職員の業務を軽減す

る。 

②打合せや会議時間の短

縮を図る。 

①不祥事防止研修会の実施 

 

②オフィス改善プロジェク

ト会議を中心に、働きやす

い環境づくりを行う。 

②業務アシスタントを有効

的に活用する。 

②Chat 等を有効的に活用

する。 

①不祥事防止研修会を毎月

実施できたか。 

 

②職員の動線や書類管理等

やりやすくなったか。 

②管理職・職員の業務を軽

減するため、業務アシスタ

ントへ依頼することがきた

か。 

②朝の打合せや各種会議の

時間を短縮することができ

たか。 

     

 


